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※1：ペプチドミメティック…ペプチドの生理活性や機能を模倣した有機低分子のこと 

※2：ケモインフォマティクス関連技術…コンピュータと情報化学を用いて、化学領域の問題に適用する技術 

 

【株式会社京都コンステラ・テクノロジーズ（Kyoto Constella Technologies Co.,Ltd）】 

住 所：京都府京都市中京区蟷螂山町 481 京染会館 4 階 

資本金：4,075 万円 

設 立：2008 年 3 月 

概 要：京都大学発ベンチャーとして設立、機械学習やde novoデザインなどのビッグデータ創薬関連の技術をコ

ア技術とし、最先端の計算科学技術を用いて製薬企業や農薬・食品などの研究所の研究支援・計算サービスを

行っている。2016年12月には医薬品開発のCROである㈱アスクレップの子会社としてインテージグループ入り。

創業より行っている受託計算サービスでは、50社以上からの受注実績がある。 

http://www.k-ct.jp/ 

 

【株式会社アフィニティサイエンス(Affinity Science Corporation)】  

住 所：東京都品川区西五反田 1-11-1 アイオス五反田駅前 

資本金：950 万円 

設 立：2007 年 10 月 

概 要：アフィニティサイエンスは、研究支援ソフトウェアの輸入販売や受託研究サービスを中心に、研究者・開

発者向けの各種サービスを提供しています。特に、事象や現象をモデル（定式）化し、コンピュータを用いて演算

処理を行い、得られたデータを解析、特性や作用機序を系統的に研究する学問「計算科学（Computational 

Science）」に注力し、事業を展開しています。 

http://affinity-science.com/ 
 

【株式会社理論創薬研究所（Institute for Theoretical Medicine, Inc.）】 

住 所：神奈川県横浜市緑区長津田町 4259-3 東工大横浜ベンチャープラザ W101 

資本金：1,200 万円 

設 立：2004 年 2 月 

概 要：インシリコ創薬を専門とするベンチャー企業。コンピュータシミュレーション技術を用いた、新しい創薬理

論に基づくソフトウェアの開発を通じて、医薬品リード化合物の研究開発を行います。 

http://www.itmol.com/ 

 

＜本件に関する連絡先＞ 

株式会社京都コンステラ・テクノロジーズ 

担当：村上 竜太   Mail：murakami@k-ct.jp   Tel：075－241－9672 

秘密保持契約締結 創薬テーマ受領 
文献調査 

戦略立案 
プラン提示 


